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参考資料－５ 久著呂川の現況に関する資料 
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写真－４ 流路が放射状に広がりながら湿原に流入している様子（矢印は流路の方向を示す。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－５ 久著呂川から湿原流入部土砂調整地計画地へ水が流れ込む状況（KP0.8～1.0） 
上と下の写真は平成１４年７月１１日の出水後（7/12,P.M1：00頃）撮影したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－６ 久著呂川と湿原流入部土砂調整地計画地の間の道路冠水状況（KP0.7付近） 

久著呂川 
← 

土砂調整地計画地 
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水の流れ 

久著呂川 
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土砂調整地計画地 
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平常時 
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２）土砂移動状況 

 今年度の現地調査では、本文中の図３－２に示す５地点で自記記録計による河川水位、濁

度の観測を継続して実施し、久著呂川流域内にある奥久著呂観測所における雨量データを取

得、整理している。また、これまでに平成１４年７月１１日に釧路に上陸した台風６号によ

る出水時に本文中の図３－２に示した地点において流量、流砂量、水質に関する観測を実施

した。 

 これにより、平水時の雨量と流量の関係（今後出水時と同様の観測を平水時でも実施し、

平水時の流量と流砂量等の関係を把握する）、出水時の雨量と流量、流量と流砂量等の関係を

把握する。 

 湿原流入部土砂調整地計画地では、土砂移動を推定するための調査として、測量、ライン

調査、自記記録地下水位観測計の設置・観測、捕泥器（写真－７参照）調査を実施した。 

 測量では、湿原流入部土砂調整地計画地で久著呂川沿いに堤防地形を呈す範囲の地形を詳

細に把握し、どの程度の河川水位のときにどの部分からどの程度の水量が土砂調整地計画地

に越流しているのか把握した。ライン調査では、土砂調整地下流側の２測線で河川からの距

離と土砂堆積状況および植生の変化について調査・検討した。また、捕泥器による調査で調

査地に現況でどの程度の土砂が堆積し、堆積している土砂の粒径分布はどのような特性を有

しているのか把握した。 

今後は、新たに平成１４年８月中旬に設置した自記記録地下水位計により、以後の調整地

内の地下水位分布および変動状況を把握し、上述の調査、検討結果を基に現況での流量規模

に応じた氾濫形態および土砂の堆積状況の把握に努め、土砂調整地計画地における二次元氾

濫解析を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－７ 捕泥器での土砂捕捉状況（平成１４年７月１１日の出水後） 

 

KP0.0 
KP0.5 

KP1.0 KP1.5 

写真３－１の捕泥器設置箇所写真３－１の捕泥器 
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（２）下流部（KP2.8～4.0）横断図 

10

12

14

16

-150 -140 -130 -120 -110 -100 -90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Dis(m)

G
H
(m
)

KP4.0河川区域 鶴居村有地 
河川区域 

GH=15.4 

GH=11.8 

GH=14.8 

10

12

14

16

-150 -140 -130 -120 -110 -100 -90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Dis(m)

G
H
(m
)

KP3.8河 川 区
域 

鶴居村有地 河川区域 民 有
地 

GH=14.7 

GH=11.5 

GH=14.8 

10

12

14

16

-150 -140 -130 -120 -110 -100 -90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Dis(m)

G
H
(m
)

KP3.4河 川 区
域 

鶴居村有地 河川区域 民有地 

GH=14.1 

GH=11.0 

GH=14.3 

10

12

14

16

-150 -140 -130 -120 -110 -100 -90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Dis(m)

G
H
(m
)

KP3.2

河川区域 民有地 河川区域 河川区域 民有地 

GH=13.5 

GH=10.8 

GH=13.4 

10

12

14

16

-150 -140 -130 -120 -110 -100 -90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Dis(m)

G
H
(m
)

KP3.0
河川区域 河川区域 民 有

地 
GH=13.9 

GH=10.7 

GH=13.8 

10

12

14

16

-150 -140 -130 -120 -110 -100 -90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Dis(m)

G
H
(m
)

KP2.8

河川区域 河川区域 鶴居村有地 民有地 

GH=13.9 

GH=10.5 

GH=13.6 

10

12

14

16

-150 -140 -130 -120 -110 -100 -90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Dis(m)

G
H
(m
)

KP3.6
河川区域 鶴居村有地 河川区域 民有地 

GH=14.4 

GH=11.3 

GH=14.4 

5-6 



 5-7

（３）光橋（KP.6.6km）付近 

次に、河道が直線化されているものの緩勾配であり、上流からの土砂流出により、現在は

堆積傾向にある下流域のうち、KP.2.5～KP.7.5km 付近について、7月 10～12 日の台風に伴う

出水前後に撮影した写真を抽出し、土砂生産・流出状況を示す。 

■撮影年月日：平成 14年 5月 28日（光橋（KP.6.6km付近）から上流方向） 

 

■撮影年月日：平成 14年 7月 22日（光橋（KP.6.6km付近）から上流方向） 

 

 土砂の堆積により、中洲が増加拡大している。 
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■撮影年月日：平成 14年 8月 26日（光橋上流 0.5km（KP.7.1km付近）） 

 
 河岸が侵食されている。 
この付近の河床が現在、堆積傾向にあるのは、河岸侵食による生産土砂と上流からの流出

土砂によると推察される。 
■撮影年月日：平成 14年 7月 22日（鶴見橋（KP2.5km付近）から下流方向） 

 
 土砂の堆積により中洲が形成されている。 
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（４）中久著呂地区 

次に平時の河床低下が顕著な中久著呂地区について、出水前後に撮影した写真を抽出し、

台風に伴う出水による中久著呂地区での土砂生産・流出に関する考察を加えた。 

 

■撮影年月日：平成 14年 5月 28日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■撮影年月日：平成 14年 7月 25日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7月撮影の写真は、出水の影響により 5月よりも上流側から撮影している。比較すると、
護岸等施設は、大規模な変状を生じるには至っていない。 
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■撮影年月日：平成 14年 5月 28日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■撮影年月日：平成 14年 7月 25日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 月撮影の個所について右岸側から左岸を望む。台風に伴う出水により、左岸側の洗掘が
顕著であったと推察される。構造物には大きな変化は認められない。 
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■撮影年月日：平成 14年 5月 28日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■撮影年月日：平成 14年 7月 25日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真中央左岸側の崩壊地の水衝部分が一部流失しているが、その他河岸・河床の顕著な洗

掘等は認められない。 
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■撮影年月日：平成 14年 5月 28日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■撮影年月日：平成 14年 7月 25日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真右河岸部分は主に水衝部となる低位部で洗掘による崩壊が発生している。写真左側の

河岸では、5月時点で主に表面に分布している土砂が流出したと考えられる。 
いずれの土砂移動も規模としてはそれ程大きくなく、表面部の比較的不安定な土砂が流掃

したものと推察される。 
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■撮影年月日：平成 14年 5月 28日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■撮影年月日：平成 14年 7月 25日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前頁写真右手の支川状況。左右岸とも表層部が流失し、基盤が露出している。特に写真中

央からやや右手の狭窄部は完全に流失している。 
河床は、礫質の土砂の堆積が進行している。 
 




